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石狩低地東縁断層帯南部の海岸部における地質構造
Geologic structures around the coastal area of the southern part of the active eastern
boundary fault zone of Ishikari l
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石狩低地帯から勇払平野沖海域にかけて存在する石狩低地東縁断層帯南部の海岸部および沖合の地下構造について報告
する．石狩低地東縁断層帯は長さ 130 kmの南北走向の断層褶曲帯であり，千島弧と東北日本弧の境界の一部をなしてい
る．海域での高分解能反射法音波探査と陸上ボーリングデータベースに基づき，勇払平野沿岸域の地下構造を調査した．
その結果，海陸にまたがる二条の活背斜構造が認められた．これらは産業技術総合研究所 (2007）で石狩低地東縁断層帯
とされたスラストに伴う活背斜構造に対比できる．一つは静川台地付近から苫小牧東港を通って陸棚外縁近くまで延び
る勇払背斜であり，もう一つは東方の浜厚真から南東へ延びる浜厚真背斜である．地震調査研究推進本部地震調査委員会
(2010)では南東へ延びるとされていた勇払背斜は南方へ延びており，浜厚真背斜は海域で鵡川沖背斜へと連続する．ま
た，沖積層基底面を海陸に亘って復元した結果，苫小牧東港沖に存在する埋没谷は日高山脈側へ繋がることがわかった．
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